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現代中国の政治体制は、前近代から続く歴史の流れのなかで、辛亥革命や国共内戦を
経て次第に形成されてきた。故に、前近代中国の皇帝支配体制に目を向けて、その実
態を把握することは、現代の政治体制の形成過程とその内容をより深く理解し、かつ
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将来的な課題に対応していくための基盤として必要不可欠である。本書では、前近代
中国の皇帝支配体制の実態を明らかにすることを目的に、後漢期の政治制度の構造を
重点的に論考する。
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评论

近年来最精彩的东汉史研究论著之一，线索清晰，从“皇帝支配体制”出发，关于三公
、宦官有不少颇具新意的论述。不过关于外戚权力，外戚与宦官关系的论述还有不少可
以补充的地方。本书第七章已经有中译文，但个人感觉这本书还是有整本翻译成中文的
价值的。
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